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I la for l <l*， 
ω(l，の~♂F(lt-1/z)rv ~ U n 
I tP for l >l*・
に従う [2]0ここで、界菌の幅 w(lぅt)は界面の高さ h(xラt)の嶺程 iに渡る諜準短差として定義さ
れ、また、 z三 α/β としてム rvt1/zである。スケーJレ不変な界晋成長は 2つの特徴指数αとβに











































ネマチック譲晶MBBAを擬2次元 (16mmx 16mm x 12μm)のセルに封入し、垂直に電正を
印加すると、 Carr・.Helfrich不安定性によ与電気対読が駆動される。ここで抵居波数・高電圧では




スケー 1)ング まず辻成長する DS悶2クラスターが示す界匡荒さのスケーワングについて述べ
る。界面の局所半窪 R(おう吟を図 1のように定義し、その長さ l~こ渡る標準偏差として界面の轄を

























R(t) ::=' 1.ノ∞t+ (rt)lj3x. (2) 




































との議論は不可欠であったc また、 TW分布の理論畠線は MichaelPrahofer氏から頂いた。これ
らの方々に深く感謝を申し上げる次第である。
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4平面界面の謡らぎ分布は GOE-TW分帯、すまわちガウシアン薙率変数を宥列要素にもつ実対称、ランダム行列の最
大国有値分布[匡12(a)点線]に従う。
-25-
